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＜表１＞　年代別に見る男女構成比�

女性が多い　　　　男性が多い　　　　ほぼ同数�

（％）�

＜表２＞　市民活動団体に対する施策の優先度（複数回答）�

市
民
活
動
団
体
が
利
用
で
き
る
資
源
（
情
報
、�

資
金
、
施
設
等
）
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る�

市
民
活
動
団
体
へ
の
資
金
提
供
、人
材
の
派
遣
、�

施
設
の
使
用
等
の
支
援
に
関
す
る
明
確
な
基
準�

を
作
る�

総
合
的
な
市
民
活
動
相
談
窓
口
を
設
け
る�

拠
点
施
設
と
し
て
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー�

を
設
置
す
る�

行
政
が
策
定
す
る
各
種
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス�

へ
の
市
民
活
動
団
体
の
参
加
を
進
め
る�

講
師
・
専
門
家
な
ど
の
人
材
の
派
遣
、
研
修
の�

機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
う�

会
報
や
Ｐ
Ｒ
紙
等
の
作
成
・
発
行
を
支
援
す
る�

市
民
活
動
団
体
へ
の
事
業
委
託
や
協
働
事
業
を�

増
や
す�

市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
を
創
設�

し
、
活
動
資
金
の
助
成
・
融
資
を
行
う�

行
政
と
市
民
活
動
ま
た
は
市
民
活
動
相
互
の
役�

割
分
担
や
連
携
・
協
力
を
推
進
す
る
た
め
の
調�

整
機
関
を
つ
く
る�

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
と
必
要
と
す
る
側
の�

調
整
を
図
る
た
め
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
け�

る� 組
織
体
制
づ
く
り
や
法
人
格
取
得
に
つ
い
て
助�

言
を
行
う�

そ
の
他�

無
回
答�
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《交通》町田駅（ＰＯＰビル先）から本町田経由鶴川駅
行き、または本町田経由野津田車庫行きバスで「薬師池」
下車。駐車場もあります

市
で
は
現
在
、
市
民
活
動
の
支
援
及
び
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
関
す

る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
最
初
の
作
業
と
し
て
庁
内
の
職
員
で
構
成
す
る
「
市
民
活
動
の
支

援
に
関
す
る
検
証
及
び
ル
ー
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

市
内
の
市
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
や
市
民
活
動
と
市
と
の
関
わ
り
を
知

る
た
め
に
、
市
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
団
体
、
市
と
事
業
を
共
同
し
て

行
う
な
ど
様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
団
体
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
、
昨
年
８
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
回
答
を
い
た
だ
い
た
１
４
９
０
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
が

「
町
田
市
の
市
民
活
動
団
体
に
関
す
る
調
査
」
報
告
書
と
し
て
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
報
告
書
の
閲
覧
と
販
売

（
一
部
３
０
０
円
）
は
、
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」
（
中
町
分
庁
舎
一
階
）

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
審
議
室
（
�
７
２
４
・
２
５
０
３
）
へ
。

【
市
民
活
動
団
体
の
主
力
は
女
性
パ
ワ

ー
】市

民
活
動
団
体
の
男
女
比
で
は
、

『
女
性
が
多
い
』
が
最
も
多
く
、
団
体

の
主
力
は
、
女
性
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

【
女
性
は
子
育
て
後
、
男
性
は
仕
事
か

ら
の
リ
タ
イ
ア
後
に
市
民
活
動
団
体
に

参
加
】

『
女
性
が
多
い
』
と
答
え
た
団
体
で

は
、
５０
代
、
６０
代
、
７０
代
と
比
較
的
広

い
年
齢
層
に
分
散
し
て
い
ま
す
が
、『
男

性
が
多
い
』
と
答
え
た
団
体
で
は
、
６０

代
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
女
性
は
子
育

て
後
、
男
性
は
仕
事
か
ら
の
リ
タ
イ
ア

後
に
市
民
活
動
団
体
に
参
加
す
る
傾
向

が
う
か
が
え
ま
す
（
�
表
１
）。

【
団
体
の
規
模
で
大
き
く
変
わ
る
活
動

分
野
】

団
体
の
規
模
別
に
活
動
分
野
を
見
た

と
こ
ろ
、
大
規
模
な
団
体
（
１
０
０
人

以
上
）
の
主
な
活
動
分
野
は
「
町
内
会

・
自
治
会
」、「
地
域
安
全
（
防
災
・
交

通
安
全
等
）」、「
子
ど
も
の
健
全
育
成

・
子
育
て
支
援
」
で
あ
り
、
小
規
模
な

団
体
（
１
０
０
人
未
満
）
の
主
な
活
動

分
野
は
「
文
化
・
芸
術
」、「
社
会
教
育

・
生
涯
学
習
」、
「
ス
ポ
ー
ツ
」と
な
り
、

団
体
の
規
模
に
よ
り
活
動
内
容
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

【
行
政
の
支
援
に
対
し
て
、
市
民
活
動

団
体
は
よ
り
透
明
性
を
求
め
て
い
る
】

「
市
民
活
動
団
体
へ
の
行
政
の
支
援
」

に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、『
市
民
活
動

団
体
へ
の
支
援
が
社
会
状
況
な
ど
の
変

化
に
応
じ
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

定
期
的
に
評
価
し
、
支
援
の
透
明
性
を

確
保
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
』
と
回
答
さ
れ
た
団
体
が
最
も

多
く
、
次
い
で
多
い
の
は
『
市
民
活
動

団
体
が
行
政
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い

る
場
合
、
そ
の
市
民
活
動
団
体
は
市
民

に
対
し
て
活
動
内
容
等
を
公
開
す
る
責

務
を
負
う
必
要
が
あ
る
』、『
行
政
と
市

民
活
動
団
体
が
協
働
す
る
場
合
や
、
市

民
活
動
団
体
に
支
援
等
す
る
場
合
、
何

故
そ
の
市
民
活
動
団
体
な
の

か
理
由
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
』
と
い
う
回
答
と
な

っ
て
お
り
、
行
政
の
支
援
の

理
由
や
内
容
に
つ
い
て
よ
り
透
明
な
運

営
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

【
市
民
活
動
団
体
が
求
め
て
い
る
行
政

の
施
策
は
「
情
報
提
供
の
充
実
」、「
支

援
に
関
す
る
明
確
な
基
準
づ
く
り
」、

「
総
合
的
な
相
談
窓
口
の
設
置
」】

行
政
が
今
後
実
施
す
べ
き
市
民
活
動

団
体
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
『
市

民
活
動
団
体
が
利
用
で
き
る
資
源
（
情

報
、
資
金
、
施
設
等
）
の
情
報
提
供
を

充
実
す
る
』と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、

次
い
で
『
市
民
活
動
団
体
へ
の
資
金
提

供
、
人
材
の
派
遣
、
施
設
の
使
用
等
の

支
援
に
関
す
る
明
確
な
基
準
を
作
る
』、

『
総
合
的
な
市
民
活
動
相
談
窓
口
を
設

け
る
』、『
拠
点
施
設
と
し
て
の
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
』
と
つ

づ
き
、
今
後
市
民
活
動
団
体
が
市
に
実

施
を
求
め
て
い
る
優
先
施
策
は
、「
情

報
提
供
の
充
実
」、「
支
援
に
関
す
る
明

確
な
基
準
づ
く
り
」、「
総
合
的
な
相
談

窓
口
の
設
置
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
（
�
表
２
）。
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◇市民活動団体に関するアンケート調査報告◇

町
田
市
長
・
町
田
市
議
会
議
員
選
挙

投
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日
時
２
月
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日
）午
前
７
時
か
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午
後
８
時

※
詳
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本
紙
２
月
１
日
号
及
び
２
月
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日
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行
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ま
ち
だ
し
ろ
ば
ら
」を
ご
覧
下
さ
い

報
告
書
の
概
要

１／２１２００２年
（平成１４年）
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